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明けましておめでとうござ

います。会員の皆様におかれ

ましては、お健やかに新年を

お迎えのことと存じます。新

年にあたり、新潟経済の更な

る発展のため尽力してまいり

たいと決意を新たにしており

ます。 

 我が国経済は回復基調にあるとはいえ、地方に

おいては個人消費の低迷、人材不足など先行きへ

の不透明感が拭えないまま新年を迎えました。 

 今年はイギリスのＥＵ離脱問題や、米国のトラ

ンプ次期大統領の経済政策が、世界にどのような

影響を及ぼすか懸念されていますが、国内におい

ては、政府の経済対策の推進により、雇用・所得

情勢の改善が進み、地方の企業業績も改善され、

景気回復が実感できる年になるよう強く願ってお

ります。 

 当所といたしましても地域経済活性化のため、

地域中小企業の経営支援をはじめ、商店街の賑わ

い創出や都市の魅力向上のための地域振興事業等

を活発に展開してまいります。 

 中小・小規模企業の活力強化に向け、人材育成

や新商品・サービス等の開発支援、販路開拓支援

を行うとともに、昨年 11 月に連携協定を締結し

た新潟県弁護士会など、関係機関とも連携を一層

強化し、地域の企業ニーズにきめ細かく配慮しな

がら、各種取り組みを支援してまいります。また、

地域における事業所数が減少傾向にあることから、

創業支援や事業承継支援にも力を入れてまいりま

す。 

 まちづくりに関しては、「新潟まつり」「新潟

総踊り祭」等のイベント開催をはじめ、新潟ブラ

ンドの確立に向け、古町芸妓の広報・育成支援事

業や古町の商店主等が講師となって開講している

古町大学を継続的に実施し、まちの賑わい創出に

力を注ぐとともに、古町芸妓ＨＰやグルメサイト

の充実など、まちの魅力発信の強化や国内外から

の誘客促進にも努めてまいります。 

 また、中心市街地の再生に向けては、古町通７

番町地区市街地再開発事業及びＮＥＸＴ21と西

堀ローサの一体的整備に加え、新潟駅及び周辺整

備事業等も含め、商店街や行政、関係機関と積極

的に連携・協働した事業を推進してまいります。 

 新潟の拠点性向上の観点からは、引き続きゲー

トウェイ機能の強化に向けた支援事業を推進して

まいります。新潟港に関しては、利用拡大及び整

備促進支援活動を継続して行うとともに、２０１

９年の開港１５０周年を意識した賑わい創出につ

ながる事業を実施したいと考えております。新潟

空港に関しては、特に国際線について、ウラジオ、

ハバロフスクなどのいわゆるオンリーワン路線の

復活や昨年 11 月に定期チャーター便が就航した

台湾線の通年運航、ソウル線、ハルビン線の増便

などに向け、官民一体となったエアポートセール

スに参画するとともに、同路線を利用した視察研

修事業等を実施し、搭乗率、搭乗数のアップに寄

与してまいります。 

 観光の面では、佐渡金銀山の世界遺産登録を目

指し、引き続き各種啓発事業を展開するとともに、

産学官金からなる「観光推進プラットフォーム」

を活かした観光振興事業への取り組みをはじめ、

各種の交流人口拡大に向けた事業を積極的に推進

してまいります。 

 さらに、委員会活動等を通じ、農産物を中心と

する新潟産品の輸出拡大や農業を活用した地域の

活性化について検討を進めていきたいと考えてお

ります。 

 会員数５０００社達成を目標に推進している

「パワーアップ５０００運動」は、皆様のお力添

えにより年々会員数を伸ばしております。本年も

引き続き、一層のご協力をよろしくお願いいたし

ます。 

 結びに、会員の皆様のご健勝と事業の一層のご

繁栄を祈念し、年頭のご挨拶といたします。 

地 域 経 済 の 発 展 と 会 員 事 業 所 の 繁 栄 を 願 っ て 

http://www.niigata-cci.or.jp/
mailto:office@niigata-cci.or.jp
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★☆★今月のテーマ《 雪による労働災害防止対策を！ 》☆★☆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・安全配慮義務とは？ 

安全配慮義務に関する法律としては、【労働契約法】【労働安全衛生法】が挙げられます。 

（労働者の安全への配慮）  

労働契約法第 5 条  使用者は、労働契約に伴い、労働者がその生命、身体等の安全を確保しつつ労働すること

ができるよう、必要な配慮をするものとする。 

（事業者等の責務） 

労働安全衛生法第3条 事業者は、単にこの法律で定める労働災害の防止のための最低基準を守るだけでなく、

快適な職場環境の実現と労働条件の改善を通じて職場における労働者の安全と健康を確保するようにしなければ

ならない。また、事業者は、国が実施する労働災害の防止に関する施策に協力するようにしなければならない。  

上記の法律が、職場での雪による労働災害防止対策に、取り組む必要がある根拠となっています。 

・どんな防止対策が必要か？ 

新潟労働局では、雪による労働災害の発生状況について、毎年発表しています。平成 27 年度（平成 27 年 11

月から平成 28 年 3 月）の発生状況を見てみましょう。 

1. 平成 27 年度の雪による労働災害で被災した休業 4 日以上の死傷者数は、125 名（前年度比マイナス 26

名）でした。 

2. 業種別では、新聞販売業 26 名（20.8%）、製造業 20 名（16.0%）、道路貨物運送業 13 名（10.4％）、

その他 36 名（28.8%）となっています。 

3. 労災事故の内訳は、転倒 85 名（68.0%）、墜落・転落 21 名（16.8%）、交通事故 10 名（8.0%）、

となっていて、その内、死亡事故も 1 件発生しています。 

※近年、最も多くの死傷者数だったのは、平成 23 年度の 369 名、その内死亡者 3 名とのことです。 

さて、雪による労働災害防止対策は、業種や地域によっても違いがあると思います。 

ここでは代表的な対策の例を、いくつかご案内致します。 

①  労働者一人ひとりに対する安全意識の啓発 

朝礼などでの呼びかけ、事務所内の貼り紙の設置の他、安全衛生教育の中で安全意識の啓発を図ります。 

② 駐車場等の除雪 

必ず、２人以上で行い、特定の人に偏らないように配慮するなどをお願いします。 

③ 無理のない移動時間の設定 

可能な限り余裕を持った移動時間の計画などを設定し、安全運転の徹底を全員で共有する、などです。 

 労務管理のお知らせコーナー『ワクワク通信１月号』 
ワーク社労士事務所 社会保険労務士 五十嵐 保 

新しい年を迎え、年末年始休暇や成人の日を加えた３連休も終わり、本格的に仕事や学校が動き出す   

時期に、日本海側を中心に強力な寒波がやって来ました。新潟市内では、今までほとんど積雪が無かっ

たこともあり、除雪作業や自動車の運転に大変苦労されたと思います。そのような中、新潟労働局では、

職場での『雪による労働災害の防止対策』を呼び掛けています。 

なぜ、職場で、雪による労働災害防止対策が必要なのか？ 

まずは、『安全配慮義務』に関する法律の条文から見てみましょう。 



- 3 - 

 

 

また、一人ひとりに健康管理（睡眠不足・飲酒など）が必要であることの自覚を持ってもらう、ことも含ま

れます。この他にも、業務時間中の服装、作業中の声がけ、救急措置などの確認事項がありますね。 

実際に、私自身が見聞したことですが、除雪作業中に会社の駐車場で転倒し、腕を骨折した社員が入院しまし

たが、労災に認定されました。（※骨折したのは、私ではありません。） 

雪の降る日々は、3 月まで続くと思いますので、職場での雪による労働災害防止対策を、整えていただきます

ようお願い申し上げます。 

また、労働災害では、健康保険証は使用できませんので、合わせてお知らせ致します。 

☆詳しい内容については、労務管理の専門家にお聞き下さい！新潟県社会保険労務士会ホームページ http://www.sr-niigata.jp☆ 

 
 

 

「障がい者に寄り添い、生かす『サンアクアＴＯＴＯ』」 
 

 福岡県北九州市・小倉駅から車で 20 分ほど走

った産業用地の一角に、壁にカラフルな塗装を施

した美しい工場がある。この企業はサンアクアＴ

ＯＴＯ株式会社といい、１９９３（平成５）年に

第三セクターとして設立された企業である。一般

的に第三セクターというと、まちづくりや地域活

性化を目的に行政主導で設立され、そのトップも

役所からの天下り人事が多い中、同社はこれらと

は全く異なり、価値があるといえる。その特長は

おおむね４点ある。 

 第１は、その設立が「地域に住み、働きたいが、

働く場所のない障がい者の就労の場」を目的にし

ている点である。全国に第三セクターは多々ある

が、地域の障がい者に働く喜び、働く幸せを提供

することを目的に設立・運営されているところは

ほとんどない。 

 第２は、同社が行政主導ではなく、弱者に優し

い一民間企業が主導して設立された点である。一

般的に第三セクターというと、行政が中心となり、

その出資比率も圧倒的という企業が多い中、同社

は資本金６０００万円のうち福岡県が１２００万

円、北九州市が１２００万円であり、残り３６０

０万円は北九州市に本社を有するＴＯＴＯ株式会

社が出資している。それ故、現在同社の社長は３

代目であるが、全て最大株主であるＴＯＴＯ出身

である。 

 第３は、これぞ同社の最大の特長であるが、障

がいの度合いによらず多くの障がい者が雇用され

ているという点である。現在、同社にはＴＯＴＯ

からの出向者やプロパー社員を含め１２８人いる

が、そのうちの 83 人、割合にすると 64.８％が

何らかの障がいがある。より驚くのは、83人の障

がいのある社員のうち 44 人、つまり障がい者の

半数以上が重度障がい者である。余談ではあるが、

障がい者の法定雇用率の算出は重度障がい者はダ

ブルカウントされるので、この式に従えば同社の

実雇用率は何と 99.２％となる。 

 そして第４は、ここで働く障がいのある社員が

担う仕事である。現在の最大の仕事はＴＯＴＯブ

ランドの水洗金具や給排水金具など約１５０種類

の高度な機能部品の組み立て・調整である。聞く

ところによると、ＴＯＴＯブランド商品の大半は

同社で生産されているという。そのほかにも、Ｔ

ＯＴＯの社員向け名刺や商品のチラシ、取り扱い

説明書などをレイアウトから印刷まで一手に引き

受けている。 

 先般、機会があって全国各地の中小企業経営者

約 25 人と久方ぶりに同社を訪問させていただい

た。職場環境もさることながら、障がい者一人一

人の特長に合わせた生産ラインは見事であり、身

体・知的・精神の障がいの度合いを問わず、全て

の障がい者が自信に満ち満ちた顔と態度で私たち

を迎えてくれた。 

 筆者はこれまで数多くの障がい者雇用企業を調

査しているが、これほど障がい者に寄り添い、生

かしている企業はそうざらにはない。多くの読者

に訪問してほしい企業の一つである。 

 

 

坂本 光司／さかもと・こうじ 

 １９４７年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授などを経

て、２００８年４月より法政大学大学院政策創造研究科（地域づくり大学

院）教授、同静岡サテライトキャンパス長および同イノベーション・マネ

ジメント研究科兼担教授。ほかに、国や県、市町、商工会議所などの審議

会・委員会の委員を多数兼務している。専門は中小企業経営論・地域経済

論・産業論。著書に『日本でいちばん大切にしたい会社』（あさ出版）、

『この会社はなぜ快進撃が続くのか』（かんき出版）など。 

http://www.sr-niigata.jp/
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新年おめでとうございます 

熊本地震の復興が進みますように 

九州 ふっこう割の旅 

  

  

  

 

 

（その１） 九州ふっこう割が  

今年もあったら、是非ご検討ください。 

新年おめでとうございます。 

今年もロダンタイムズをよろしくお願いします。

熊本地震は、風評被害を含めると九州全県におよ

んでいます。（原稿は、糸魚川大火前） 

「九州ふっこう割」という制度をご存知ですか。

昨年末までに第３弾まで実施され、宿泊クーポン

が最大１５,０００円割引になります。 

今年、復興割り第４弾以降の発売があるかは分か

りませんが、第三弾「九州ふっこう割」を使った

旅行記を紹介します。 

 

第三弾復興割りは、大手旅行サイト若しくは、

ＡＮＡやＪＡＬのサイトから申し込みます。 

ロダン君は、ＡＮＡから申し込みました。 

理由は、新潟空港から福岡空港行きが、ANA は

２便、ＪＡＬは１便のためです。 

土曜日の朝新潟発便を利用。帰りは、月曜日の

福岡発８時１０分、昼からはお仕事をしました。 

（日曜の夜便は、割増料金対象であり、日曜夜

に中州で一杯するを選択しました。） 

 

料金は、一人 5 万円＋レンタカー代。 

飛行機往復代と、「大分オアシスホテル」（朝

食付き）。 

なお、レンタカーを同サイトにて一緒に申し込

みを行いました。 

２泊目の宿は別料金。中州河端の東横イン（日

曜割引）を利用しました。しかし、２泊目を旅行

会社系サイトから、宿泊のみを申し込むば、最大

１万円引きができたのではと気付きましたが後の

祭りでした。 

 

（その２） まずは、昼食にいつもの行列店へ。 

福岡空港に到着し、レンタカー手続きを終えた

のが 11 時３０分。空港近くの行列店「天ぷらの

ひらお」へ。 

秘密のケンミンＳＨＯＷのお馴染み店 

（数回目の訪問）今回は行列３０分とラッキー。

無料トッピングの烏賊の塩辛（ゆず）を食べ、揚

げたてのお好み定食を食べても、７８０円とは嬉

しい限り。女性陣は、塩辛以外にも、もやしや大

根煮をパクパク。 

次に目指すは大分県。温泉三昧の旅です。 

 

（その３） 大分の有名炭酸泉の二つを堪能 

日本三大炭酸泉といえば、 

大分県に、七里田温泉下の湯と 

大分県のラムネ温泉があります。 

（もう一つは山梨県の韮崎旭温泉） 

七里田温泉下の湯には午後３時前に到着 

温度は、体温より少し高め、少し鉄分臭の名湯で

す。男性用はロダン君一人でしたので、３０分間、

じっくりと体に着いた炭酸泡を満喫。 

 

ラムネ温泉への、移動に３０分もかかりません。 

こちらは、ＪＲ九州「九州八十八湯めぐり」の毎

年人気Ｎｏ.１の温泉です。（男女別） 

１０人ほどの男性入浴者に混ざり、こちらも３０

分間、炭酸泡入浴を満喫しました。 

 

宿泊先の大分市までの移動は１時間弱。ホテルが

立派すぎてびっくりポン。（大分市と別府市は、

同じではありません。）大分市内の、いつもの居

酒屋は「こつこつ庵本店」ですが、今回は 

「五十六屋」に架電。メニューが豊富、関アジ、

関サバの量は少なめですが、その分値段が抑えて

あり各１,８００円でした。こつこつ庵と五十六屋

どちらもお勧めの居酒屋です。 

（別府では、グリーンホテルに宿泊し、居酒屋は、

「ろばた仁」がお勧めです。） 

 

（その４） ２日目は、雨。温泉の旅は続く。 

翌日向かった先は、「竹瓦温泉」。 

屋内にて砂湯が朝８時３０分より堪能できます。

（こちらは、連休になると予約待ち。対策は別府

泊をして、朝６時台に予約のためだけに温泉へ向

かい、朝食後に入浴がベスト。） 

最後は、足元湧出の「奴留湯（ぬるゆ）温泉」へ。 

最後の観光地「鍋ヶ滝」で休憩をし、レンタカー

を返却。 

 

夜は福岡中州のもつ鍋の専門店へ。 

ネットの評判は上々ですがディープなお店。 

飲食後、５組以上の行列ができていました。 

（１年分の、にらとニンニクを食べた感があり

ました。） 

 

 

 

 

万代くんとつばさくんの 

“ロダン・タイムズ” 

税理士：八百板 誠 

九州ふっこう割編 
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平成 28 年 12 月 早期景気観測（日本商工会議所）調査結果のポイント  
 

 

業況ＤＩは、３カ月連続改善。先行きは不透明感強く、横ばい圏内の動き 
 

日本商工会議所が２８日に発表した１２月の商工会議所ＬＯＢＯ（早期景気観測）調査結果によると、１２月の全

産業合計の業況ＤＩは、▲２１．７と、前月から＋１．２ポイントの改善。冬の観光需要が堅調な宿泊業・飲食業に

加え、運送業、ソフトウェア業などが下支えし、サービス業の業況感が広く改善した。また、卸売業から農産物の価

格高騰の影響が和らいだとの声や、建設業から住宅など民間工事の堅調な動きを指摘する声が多く聞かれた。他方、

消費低迷が続く中、人手不足による受注機会の損失や人件費の上昇が中小企業のマインドを下押ししており、業況改

善の動きは依然として力強さを欠いている。 

 先行きについては、先行き見通しＤＩが▲２１．５（今月比＋０．２ポイント）とほぼ横ばいを見込む。冬の賞

与増、株高進行による個人消費の伸びや設備投資の増加、海外経済回復に期待する声が聞かれる。他方、消費低迷の

長期化、人手不足の影響拡大、次期米国大統領の政策の影響など、先行き不透明感を懸念する声は多く、中小企業に

おいては慎重な姿勢を崩していない。 

詳細は、日商ホームページ（http://www.jcci.or.jp/lobo/lobo.html）を参照。 

http://www.niigata-cci.net/nyukai/ 
 

 全国に 515 ある商工会議所は、12５万会員のネットワークを活かし、それぞれの地域において経済社会の発展

のため、様々な事業を実施しております。経営全般の相談にお応えすることはもちろん、会員限定の「無担保・無

保証人融資制度」「無担保第三者保証人不要の特別保証制度」「メンバーズローン」などの有利な融資制度が利用で

きます。お取引先、関連会社などでまだご入会いただいていない事業所がございましたら、是非、ご紹介ください

ますようお願い申しあげます。 

新入会員をご紹介いただいた会員の皆様には、ご紹介いただいた事業所が加入した場合、年度を通算して 

① 紹介件数１件から４件までは、1 件につき 1,000 円、 

紹介件数４件を超える分は、1 件につき 2,000 円の新潟市共通商品券を進呈いたします！ 

② 紹介件数上位 5 社（複数会員紹介事業所に限る）に会頭感謝状を贈呈します。 
 

 
●商い情報便のお問い合わせ・お申込みは、新潟商工会議所 会員サービス課（TEL：025-290-4411）まで 

http://www.niigata-cci.net/nyukai/


― 食文化による地域活性化セミナー ご案内 ―
新潟市食文化創造都市推進会議*では食文化による創造的なまちづくりの推進のためセミナーを開
催します。セミナー終了後には交流会も開催します。会員以外の方の参加も大歓迎ですので、ぜひお
気軽にご参加ください。

▶期日 ： 平成２９年 1月30日（月） 午後３時から

▶会場 ： 万代シルバーホテル　５階　万代の間、昭和の間

▶定員 ： ８０名　　▶参加費 ： 無料

▶プログラム（予定）：

　　１　新潟市食文化創造都市推進会議について

　　２　講演　 「文化的な価値から見る食コンテンツ（仮）」
　　　　講師　　にいがた食の陣実行委員会　実行委員長

　　　　　　　　 株式会社サイト　代表取締役社長　能登 剛史 氏

　　３　食文化創造都市推進プロジェクト*事業報告会（午後4時15分から）
 ※以下の３事業のうち2事業を自由に選んで聴講いただけます。

 　　　　　・ 食用菊りゅうのひげ復活プロジェクト（りゅうのひげ会）

 　　　　　・ 知って！食べて！作る！プロジェクト∞（エイト）～ミツバチからの贈り物～

     　　　　　　　（稲花-ineca-食べる通信from新潟）

 　　　　　・ 世界に羽ばたく新潟清酒！～新潟清酒と食の魅力を英語で伝えるプロジェクト～

     　　　　　　　（にいがた清酒達人検定　金の達人有志の会）

 ＊食文化創造都市推進プロジェクトとは

▶時間 ： 午後６時から（セミナー終了後）
▶会場 ： 万代シルバーホテル　5階　万代の間　　▶定員 ： ６０名　　▶会費 ： ５,０００円

　　　　　※参加を希望される方は1月20日（金）までに別紙「参加申込書」にてお申し込みください。
　　　　　※駐車場が限られていますので可能な限り公共交通機関等でお越しください。なお、お車でお越しの 
　　　　　　 場合は万代シテイ第一駐車場または第二駐車場をご利用ください。駐車券持参で3時間までの無　
　　　　　 　処理を行います。
　　　　　※交流会での名札として使用しますので、名刺をご用意ください。

＜食文化による地域活性化セミナー＞

　2002年、新潟商工会議所と新潟総踊り祭実行委員会を設立し、副会長に就任。同年第1回新潟
総踊り祭を開催し、50団体2500名が参加。2004年には新潟でかつて行われていた盆踊りを現代
的に再現しようと新潟下駄総踊りを制作し、県内外、海外でも公演。2010年の第9回では参加者1万
3000人、観客32万人、経済効果34億円となった。
　2013年4月、伝統芸術の祭典アートミックスジャパンを企画し開催、総合プロデューサー就任。 
2015年4月、にいがた食の陣実行委員会実行委員長に就任。

＜交流会（会費制）＞

*新潟市食文化創造都市推進会議とは

新潟市の魅力である「食文化」をさらに磨きあげ、市内外に広く発信し、交流人口の拡大や地
域産業の活性化を図ることを目的に、平成２６年８月に設立されました。
食文化発展に関する会員の取り組みを支援するほか、食に関わる人たちを結ぶネットワーク
構築を目指しています。ぜひ皆さまもご参加ください。

新潟市食文化創造都市推進会議

食文化創造都市推進会議の会員（企業・団体、個人）が実施する取り組みで、新潟市の食文化や食に関
する産業の新たな魅力を生み出すなどの効果が期待されるとして採択された事業です。平成28年度は
13事業が採択されました。



 

別紙 

 

食文化による地域活性化セミナー・交流会 

参加申込書 
 

業種 

※あてはまるものに○ 

所属 

（企業・団体名） 

・役職 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏名 

※参加するものに○ 
 

電話番号 

セミナー 交流会 

①製造・販売 ②広告・企画 

③農林水産  ④宿泊・飲食 

⑤官公庁・団体 ⑥その他 

  

  

 

①製造・販売 ②広告・企画 

③農林水産  ④宿泊・飲食 

⑤官公庁・団体 ⑥その他 

  

  

 

①製造・販売 ②広告・企画 

③農林水産  ④宿泊・飲食 

⑤官公庁・団体 ⑥その他 

  

  

 

①製造・販売 ②広告・企画 

③農林水産  ④宿泊・飲食 

⑤官公庁・団体 ⑥その他 

  

  

 

※いただいた個人情報は本セミナーその他本会議事業のご連絡以外に使用しません。 

 

上記に必要事項をご記入の上、FAX または電子メールにてお申し込みください。 

 

F A X   ０２５－２３０－０４２３ 

電子メール info@niigata-shokubunka.com 

申込〆切  １月２０日（金）まで 

 

問い合わせ先 

新潟市食文化創造都市推進会議事務局 

（新潟市 農林水産部 食と花の推進課内） 

電話：０２５－２２６－１８０２ 担当：早川・林 


